
昨
年
度
は
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま

し
た
「
サ
ロ
ン
も
も
太

郎
」
を
今
年
度
は
各
地

区
の
公
民
館
、
集
議
所

等
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

五
月
は
三
重
ヤ
ク
ル

ト
販
売(

株)
さ
ん
に
よ

る
「
お
な
か
の
健
康
」

を
、
六
月
に
は
赤
井
薬

局
の
薬
剤
師
濃
野
さ
ん

の
「
お
薬
の
は
な
し
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
自

身
の
健
康
に
か
か
わ
る

こ
と
な
の
で
、
参
加
さ

れ
た
方
も
熱
心
に
耳
を

傾
け
ら
れ
、
質
問
も
た

く
さ
ん
で
ま
し
た
。

七
月
の
開
催
予
定
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

箕
曲
地
域
の
方
な
ら
ど

の
地
区
に
参
加
さ
れ
て

も
「
Ｏ
Ｋ
！
」
で
す
。

◆
七
月
十
一
日
（
金
）

十
四
時
～
十
五
時
半

「
お
口
の
健
康
」

・
赤
坂
集
会
所

◆
七
月
十
七
日
（
木
）

十
三
時
半
～
十
五
時

「
音
楽
療
法
」

・
中
村
公
民
館

◆
七
月
二
十
一
日
（
祝
）

十
三
時
半
～
十
五
時

「
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
」

・
瀬
古
口
公
民
館

◆
七
月
二
十
五
日
（
金
）

十
三
時
半
～
十
五
時

「
お
口
の
健
康
」

・
夏
見
公
民
館

六
月
一
日
に
名
張
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
が
一
斉

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

箕
曲
地
域
で
は
五
地

区
百
六
十
一
人
が
参
加

し
、
名
張
川
・
釜
石
川

沿
い
、
国
道
一
六
五
号

沿
い
、
青
蓮
寺
ダ
ム
湖

周
辺
や
区
内
の
主
要
道

路
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
と

不
法
投
棄
物
の
回
収
を

行
い
ま
し
た
。

地
域
内
の
環
境
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
環

境
部
の
方
々
を
中
心
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
九
日
に
は

暑
い
中
、
通
学
路
の
パ

ト
ロ
ー
ル
と
草
刈
り
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ゴ
ミ
の
散
乱
や
不
法

投
棄
な
ど
が
な
い
美
し

い
街
は
生
活
環
境
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
地
域
で
あ
る
た
め
に
、

日
頃
か
ら
環
境
美
化
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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サ
ロ
ン
も
も
太
郎
各
地
区
で

体
に
良
い
こ
と
、
た
め
に
な
る
こ
と

小腸の模型で説明される三重ヤクルトの藤島さん

地
域
内
を
き
れ
い
に
！

～
ク
リ
ー
ン
大
作
戦



六
月
七
日
（
土
）
午

後
七
時
半
に
百
合
が
丘

市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
合

し
、
ホ
タ
ル
の
保
護
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る

吉
岡
さ
ん
よ
り
ホ
タ
ル

の
生
態
や
育
成
、
環
境

保
護
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、

エ
サ
の
カ
ワ
ニ
ナ
も
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
徒
歩
で
釜
石

川
に
移
動
。

周
辺
は
暗
く
、
足
元

も
不
安
な
中
、
黄
緑
色

に
光
る
ゲ
ン
ジ
蛍
が
点
々

と
遊
舞
し
、
参
加
さ
れ

た
方
の
た
め
息
交
じ
り

の
歓
声
が
所
々
で
聞
こ

え
ま
し
た
。

今
後
も
環
境
づ
く
り

の
学
び
を
生
か
し
、
ホ

タ
ル
の
飛
び
交
う
清
流

の
里
を
み
ん
な
で
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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8月23日(土)
箕曲小運動場

シャボン玉おじさんも

登場するよ！

※雨天時は体育館。詳細は来月号で

ホタルの守人～吉岡正夫さん
名張市赤目町生まれ、瀬古口在住の現在74歳。

50歳を節目に「名張といえばホタル」と言われる

日を目指し、ホタルの育成・保護活動に取り組ま

れています。

江戸時代中期より昭和40年頃まで名張は全国で

も有数のホタル発生地でありました。初夏の風物

詩を取り戻すため、独学でホタルの生態を調べ、

増やし方を研究し、仕事の合間に川のごみ拾いや

草刈り、餌集めを継続中。

ふるさと学習「なばり学」

の教科書にも掲載され、5

月29日には箕曲小学校３

年生に「ホタルのすむ名張」

の授業をおこなってくれ

ました。

釜
石
川

（
箕
曲
中
村
地
域
）
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ホ
タ
ル
観
賞
会
～


